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装着 使用済オムツをゴミ箱へ
（計30組程度投入） 官能評価

いずれも明確な効果あり

⚫実験1（紙おむつ）

結果

⚫実験2（マスク）

開発品を通常マスクの
外側に着用

介護作業

セット • 汚物臭（糞尿臭）は全く感じられなかった。
• 凄い、信じられない！
• 日が経過（※）してもまだ効果あり！！

（※）数日～1カ月の間でコントロール可能

結果

介護作業者の声

⚫実験3（ゴミ箱）

開発品を利用することで気になる臭いを大幅に抑制できることがわかりました！

介護時の使用済
オムツをゴミ箱へ

3～4日間放置
（計15組程度投入）

セット

糞尿臭がほぼ抑えられ、臭いによ
る苦痛は全く感じられなかった。

官能評価

結果

セット

添加なし 添加あり

経過日数（日）
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ゴミ箱に顔を入れても苦痛を感じない

強い糞尿臭
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香料入り市販消臭剤を
混ぜ込んだ開発材料粉体

紙おむつ内にセット

不織布に包んでマスク内にセット

ゴミ箱内にセット

実験1

実験2

実験3

滋賀県東北部工業技術センター、株式会社ガラステクノシナジーおよびマスダ商事株式会社はこのたび、自動車用プラスチック
の1つであり、滋賀県内企業が全国一のシェアを持っている合わせガラスのガラスの中間膜について、新たなリサイクル技術の開
発に成功しました。
この技術で作製した材料の特長は、消臭剤など機能性物質を長期間表面からゆっくりと染み出させることです。そのため、スプレ
ーに比べて機能性を長期間維持することができ、生活の質（QOL）向上に寄与することができます。 
実際に、開発材料を、介護施設や災害時の仮設トイレなど、臭いが問題となる場面で活用することを想定し、香料入り市販 
消臭剤を機能性添加剤として使用した材料の効果検証を以下のとおり実施し、消臭効果やその継続時間に優れた材料であ
ることを実証できました。
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